


審査結果について
審査会は、平成21年12月25日に、カーフリーデージャパン事務所内にて行われました。

「モビリティウィーク&カーフリーデー日本アワード2009」各賞の受賞理由、講評の概要は、以下の通りです。

1.!　まちづくり貢献賞

受賞：モビリティウィーク＆カーフリーデーふくい2009実行委員会
受賞理由：
モビリティウィーク＆カーフリーデーふくい 2009 実行委員会は、NPO でありながら、他 NPO、市民団体、
交通事業者等企業と協力し、モビリティウィーク一週間において、「徒歩の日」「自転車の日」「バスの日」など
毎日テーマをもうけ、クルマに頼らない交通行動やエコライフの啓発活動に努め、各種取組みを行ない、沢山の
市民の参加が得られた。特に、今年は、FBC 福島放送と連携して環境省 CO2 削減イベント広報支援事業に応
募し、MW&CFD の CM を作成・放映したことや、中高生へ「クルマと公共交通のかしこい使い方」作文コン
クールを実施するなど、幅広く啓発活動に貢献したことを高く評価した。

他応募団体（市）：名古屋市、那覇市

講評：名古屋市、那覇市両市ともに、今年も実施内容が高く評価されたが、行政としてより一層、都市交通政策
の展開に結びつけてもらいたいという期待を込めて、今回、対象外とした。モビリティウィーク＆カーフ
リーデーが総合的な都市政策の展開に有意義に活用されることを、来年度以降期待したい。

2.!イベント・プロジェクト賞

受賞：なごやカーフリーデー協議会実行委員会
受賞理由：
今年は、カーフリーデー当日において、名古屋市長自らの開会式や、久屋大通りのカーフリー空間での芝生道路
の創出、自転車レーンの設置など、人々に開放された、クルマのない都市空間の提供のインパクトが大きかった。
また、その後行なわれた「名チャリ社会実験」のアピール等、自転車に関する各種展示・イベントを行なうなど、
クルマに過度に依存しない交通行動の促進を、広く市民へ啓発したことを高く評価した。

他応募団体（市）：さいたま市、横浜市、松本市、福井市、那覇市

講評：さいたま市、横浜市、松本市、那覇市の各都市は、今年も昨年同様、多くの市民が参加し、市民意識啓発
に貢献したことが評価されたが、来年度へさらなる期待をこめて、今回は対象外とした。福井市について
は、モビリティウィークの取組み全体が総合的に高く評価され、まちづくり貢献賞に該当するものとして、
対象外とした。



3.!市民向けアピール賞

受賞：松本市ノーマイカーデー推進市民会議

受賞理由：
松本市ノーマイカーデー推進市民会議は、モビリティウィーク期間中に、朝の通勤時に国道で、メンバー約 70
名を動員して、ノーマイカー街頭キャンペーンを行ない、翌日の統一実施日では約 3,000 人近くの市民が自動
車通勤を自粛したなど、多くの市民の意識啓発に貢献したことを評価した。

他応募団体（市）：横浜市、名古屋市、福井市、那覇市

講評：横浜市、那覇市、名古屋市の３都市は、チラシ、ポスター等の広報活動やカーフリーデー当日の市民への
アピールが、昨年同様、評価された。福井市については、前述の通り。



参考：モビリティウィーク＆カーフリーデー2009 概要 
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モビリティウィーク＆カーフリーデー2009 は、全国 9都市で開催。各地の概要は以下の通りです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施団体 モビリティウィーク カーフリーデー当日の内容

　
春日部市エコまちづくり推進協議会

行政主導（2009年初参加）

さいたまカーフリーデー実行委員会

市民団体主導・行政支援（2009年で3年目） 約60参画団体（官・民・学）

横浜カーフリーデー実行委員会

市民団体主導（2009年で6年目）
約40の参画団体

歩行者と自転車のまちを考える会 (逗子市)

市民団体主導（2009年初参加）

松本市ノーマイカーデー推進市民会議

市民団体主導・行政支援（2009年で6年目） 約35参加団体

名古屋カーフリーデー協議会

行政主導（2009年で6年目） 名古屋市主体、大学、交通事業者、青年会議所等か
らなる協議会が運営

モビリティウィーク&カーフリーデー ふくい2009実行委
員会

市民団体主導（2009年で3年目）

カーフリーデー高松推進協議会

行政＋市民団体共催（2009年で2回目）

2009なはモビリティウィーク& カーフリーデー実行委員
会

行政＋市民団体共催（2009年で3年目）

9/16-18　MW＆CFD、エコまちづくり等の展示
9/19　　　カーフリーデー

交通止めによる、歩行者に開放された道路空間の実現

青空市、落書きコーナー、
警察による白バイ/パトカー体験乗車、飲酒運転疑似体験コーナーなど各種イ
ベント

9/16-17　MW＆CFDパネル展示
9/18　　　ノーマイカーデー
9/19　　　カーフリーデー
9/20-22　 MW＆CFDパネル展示
9/16-18　MW＆CFD、エコまちづくり等の展示
9/19　　　カーフリーデー

交通止めによる、歩行者に開放された道路空間の実現

オープンカフェ、警察による自転車の乗り方教室
参加団体による各種展示・イベント
市営駐車場と駅をむすぶ無料シャトルバス運行

交通止めによる歩行者に開放された道路空間の実現
（日本大通り）
横浜CFD&MWパネル展示、多用途自転車試乗会、
ミュージック・パフォーマンスライブ、自転車安全教育など。
(横浜公園)
かえっこバザール、環境・交通に関する各種展示・他イベント。「横浜の交通を
考えるシンポジウム」（横浜市都市整備局主催）同時開催。

9/22　カーフリーデー
9/24　川崎市にて講演会「美しい地球を子供たちに」

9/17　逗子警察署による交通パレードに
　　　　自転車パレードとして参加
9/22　カーフリーデー

「自転車ツーキニスト疋田智さんとまちづくりを考える」
　シンポジウム開催

9/16-22　車のかしこい使い方を考える啓発週間
9/17　ノーマイカー街頭キャンペーン
9/18　ノーマイカー通勤統一実施日
9/21　アルプスあづみのセンチュリーライド2009
9/22　カーフリーデー

交通止めによる歩行者に開放された道路空間の出現
　（緑町通、縄手通、高砂通）
湧水めぐり、ミニSL、新鮮市など各種イベント。
中町蔵シック館…CFDパネル展示、CFDアンケートの実施。

久屋大通の延べ300メートルをカーフリー化

今年は、一部芝生道路が出現＆自転車レーン設置
市長みずからの開会式＆オープニングパレード
交通安全教室、自転車関連展示・イベント、巨大お絵かき。
環境・交通に関する各種イベント・展示。

9/16-18　官庁街への自動車自粛依頼
　　　　　　　MW＆CFDのラジオ広報
9/19　カーフリーデー新聞広報
9/20　カーフリーデー

9/16　　　　MW＆CFDの市民への周知
　　　　　　　那覇市長のあいさつ、街頭キャンペーン、
　　　　　　　パネル展示、カーフリー宣言
9/17-9/19　カーフリー宣言によるクルマに頼りすぎない
　　　　　　　　移動促進期間
9-20-21　　各種イベント・展示
9/22　　　　（カーフリーデー）

今年は、マイカーの乗り入れ規制は未実施。

交通まちづくりワークショップ
自転車で街めぐり
各種催し

(モビリティウィーク全体)
毎日テーマを設け、各テーマに沿った展示/イベントを開催し、クルマに頼らな
い交通行動を啓発。交通事業者の協力を得て、期間中の運賃割引を実施。
(カーフリーデー）交通止めによるカーフリーエリアの創出(アップルロード)
電動アシスト自転車展示試乗会等/「ハチドリ計画2009」エコライフ・エコ実践
に関する催し。

9/16　　 　「通勤にクルマを使わない日」
9/19　　 　「徒歩の日」
9/20　　 　「バスの日」
9/21　　 　「電車の日」
9/22　　 　カーフリーデー
　　　　　 　「自転車の日」
9/19-23　「モビリティセンター」
　　　　　　（交通・観光・まちなか案内）
　　　　　 　「サイクルトレン」

9/22　カーフリーデー

市内の「美術館通り」一部区間をカーフリー化
通常100円の公共レンタサイクルを、当日は無料開放
音楽イベント、ワークショップ、自転車イベント、バイクトライアルショー、輪タク
の展示・運行、県警音楽隊の演奏パレード等
「都市交通シンポジウム2009」を同時開催
「サイクルエンジョイフェスタ2009」
「バス・鉄道満喫カーニバル」同時開催

 

行政 市民

春日部市 春日部市エコまちづくり推進会議 ●
さいたま市 さいたまカーフリーデー実行委員会 ● ●
横浜市 横浜カーフリーデー実行委員会 ●
逗子市 歩行者と自転車のまちを考える会 ●

松本市 松本市ノーマイカーデー推進市民会議 ● ●

名古屋市 なごやカーフリーデー協議会 ●

福井市
モビリティウィーク&カーフリーデー
ふくい2009実行委員会

●

高松市 カーフリーデー高松推進協議会 ● ●

那覇市
2009なはモビリティウィーク&
カーフリーデー実行委員会

● ●

主体
都市 主催団体

実施都市と実施形態の概要 2009年


